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平成２２年（２０１０年）２月 

公
共
施
設
の
あ
り
方
の
見
直
し
に
つ
い
て
 

QＡ
 

Ａ
 

Ａ
 

　
「
新
中
川
橋
」
が
開
通
さ
れ

る
と
、
交
通
車
両
の
流
れ
が
大

き
く
変
わ
り
、
都
市
計
画
道
路
草
加

三
郷
線
の
交
通
量
は
飛
躍
的
に
増
大

す
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
市
の
交
通

安
全
対
策
を
お
伺
い
し
ま
す
。
 

 

　
都
市
計
画
道
路
草
加
三
郷
線

は
、
計
画
時
の
設
計
基
準
交
通

量
を
一
車
線
１
日
あ
た
り
９
千
台
以

上
と
想
定
、
四
車
線
で
１
日
約
３
万

６
千
台
程
度
の
交
通
量
を
見
込
ん
で

い
る
。
 

　
市
の
交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て
 

は
、
こ
の
道
路
に
対
し
て
多
く
の
市

道
が
交
差
す
る
こ
と
か
ら
、
今
後
の

交
通
量
を
鑑
み
な
が
ら
、
信
号
機
の

要
望
等
、
必
要
な
安
全
対
策
を
講
じ

て
ま
い
り
た
い
。
　
 

　
な
お
、
伊
勢
野
交
差
点
に
お
け
る

右
折
レ
ー
ン
の
設
置
及
び
信
号
の
右

折
表
示
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
埼
玉

県
と
県
警
本
部
に
お
い
て
、
協
議
を

進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
、
現
時
点
で

は
未
定
と
な
っ
て
い
る
。
 

QＡ
 

柳
澤
　
功
一 

通
学
路
の
安
全
対
策
に
つ
い
て
 

　
八
條
北
小
学
校
へ
向
か
う
歩

道
が
降
雨
の
た
び
に
靴
で
は
歩

行
で
き
な
い
状
況
で
す
。
（
住
所
 

は
、
八
條
１
４
１
９
―
２
の
車
の
出

入
り
口
）
担
当
課
の
対
応
に
つ
い
 

て
。
 

 

　
質
問
の
場
所
に
つ
い
て
は
、

県
が
管
理
し
て
い
る
県
道
平
方

東
京
線
で
道
路
は
、
車
道
７
ｍ
、
歩

道
が
両
側
に
２
・
５
ｍ
で
す
。
こ
の

道
路
は
、
築
造
か
ら
年
数
が
経
過
し

て
お
り
、
老
朽
化
が
進
み
、
今
年
度

は
八
條
中
か
ら
八
條
北
小
の
入
り
口

ま
で
の
西
側
の
部
分
を
舗
装
打
替
え

を
実
施
す
る
予
定
で
あ
り
、
来
年
度

以
降
も
、
打
替
え
未
実
施
箇
所
を
順

次
施
工
す
る
こ
と
に
よ
り
、
凸
凹
の

な
い
歩
道
を
築
造
し
、
通
行
に
支
障

な
い
よ
う
改
良
し
て
参
り
た
い
。
質

問
の
車
の
出
入
り
口
に
つ
い
て
も
、

埼
玉
県
に
要
望
し
て
ま
い
り
ま
す
。
 

QＡ
 

八
潮
南
部
土
地
区
画
整
理
事
業
に
つ
い
て
 

　
地
下
埋
設
物
撤
去
の
た
め
に

か
か
る
費
用
の
内
、
八
潮
市
の

負
担
額
を
過
去
・
現
在
・
将
来
、
時

系
列
で
お
示
し
願
い
た
い
。
 

 

　
八
潮
市
が
直
接
こ
の
分
別
処

理
に
か
か
る
委
託
料
及
び
工
事

請
負
費
を
計
上
し
、
平
成
２０
年
度
ま

で
に
支
出
し
た
額
は
、
 

３
億
３
４
３
２
万
５
４
８
６
円
。
 

内
訳
は
、
西
地
区
が
 

２
４
２
２
万
６
９
０
８
円
。
 

中
央
地
区
が
 

３
億
１
０
０
９
万
８
５
７
８
円
。
 

   

　
加
え
て
、
中
央
地
区
は
平
成
２０
年

度
か
ら
負
担
金
も
あ
わ
せ
て
支
出
し

て
い
る
。
 

予
定
し
て
い
る
負
担
金
総
額
は
、
 

２１
億
２
４
５
８
万
４
０
０
０
円
。
 

こ
の
内
、
平
成
２０
年
度
は
、
 

１
１
９
０
万
８
３
５
１
円
。
 

平
成
２１
年
度
は
、
 

４
３
４
９
万
１
０
０
０
円
。
 

平
成
２２
年
度
以
降
の
残
金
は
、
 

２０
億
６
９
１
８
万
４
６
４
９
円
。
 

　
な
お
、
予
定
し
て
い
る
負
担
金
総

額
は
、
現
時
点
で
の
試
算
で
あ
る
。
 

Q

福
野
　
未
知
留 

教
育
問
題
に
つ
い
て
 

　
①
平
成
２２
年
度
よ
り
全
面
実

施
さ
れ
る
「
小
中
一
貫
教
育
」

に
つ
い
て
様
々
な
実
践
を
行
っ
て
き

た
が
、
成
果
と
課
題
は
②
９
年
間
を

一
定
と
捉
え
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
重

要
だ
。
文
科
省
の
指
導
要
領
と
の
違

い
は
③
学
年
で
習
得
す
べ
き
は
遵
守

さ
れ
る
か
④
１０
歳
の
壁
は
存
在
す
る

か
⑤
つ
ま
ず
い
た
子
を
い
か
に
理
解

さ
せ
る
か
が
課
題
。
補
習
等
拡
大
す

べ
き
⑥
小
と
中
で
は
評
価
方
法
が
違

う
、
一
考
を
要
す
る
が
⑦
学
力
だ
け

で
は
な
く
精
神
や
心
の
教
育
は
⑧
本

年
度
予
算
一
校
７
万
円
で
十
分
か
⑨

市
長
の
基
本
的
な
考
え
は
。
 

  

　
①
交
流
が
盛
ん
に
な
り
先
生

方
の
意
識
の
変
化
。
新
科
目
の

充
実
を
図
る
等
②
「
え
ら
べ
る
科
」

等
の
新
設
教
科
を
設
定
し
た
③
さ
れ

ま
す
④
本
市
で
も
そ
の
傾
向
が
あ
る

⑤
ご
指
摘
の
と
お
り
拡
大
し
た
い
⑥

一
定
期
間
と
捉
え
、
検
討
す
る
⑦
国

の
施
策
で
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

が
拡
大
さ
れ
る
。
幸
い
事
業
仕
分
け

で
残
っ
た
。
活
用
し
た
い
。
心
の
育

成
を
図
り
、
「
知
徳
体
」
バ
ラ
ン
ス

の
と
れ
た
児
童
・
生
徒
を
育
て
た
い

⑧
そ
の
他
の
助
成
金
も
あ
る
の
で
間

に
合
う
⑨
議
員
各
位
の
支
援
を
頂
 

き
、
良
い
教
育
を
目
指
す
。
 

Q

大
久
保
　
龍
雄 

「
新
中
川
橋
」
開
通
後
の
交
通
安
全
対
策

に
つ
い
て
 

岡
部
　
一
正 

豊
田
　

雄 

　
市
で
は
、
厳
し
い
財
政
状
況

を
克
服
す
る
た
め
に
、
様
々
な

改
革
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
依

然
と
し
て
財
政
状
況
は
厳
し
い
状
況

が
続
い
て
お
り
、
今
後
も
改
革
の
手

を
緩
め
る
こ
と
な
く
、
強
化
、
継
続

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、

現
在
、
市
が
直
営
す
る
施
設
に
指
定

管
理
者
制
度
の
導
入
を
進
め
る
と
と

も
に
、
導
入
施
設
の
う
ち
、
非
公
募

の
施
設
は
、
競
争
原
理
が
働
く
公
募

す
べ
き
と
思
い
ま
す
。
 

 

　
指
定
管
理
者
制
度
は
、
民
間

活
力
を
導
入
し
、
施
設
の
有
効

活
用
や
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、
経

費
等
の
削
減
を
図
る
も
の
で
す
。
 

　
市
で
は
、
平
成
１７
年
に
指
定
管
理

者
制
度
基
本
方
針
を
策
定
し
、
平
成

１８
年
度
か
ら
順
次
、
楽
習
館
や
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
な
ど
１３
施
設
で

導
入
し
ま
し
た
。
な
お
、
現
在
、
直

営
施
設
へ
の
指
定
管
理
者
制
度
導
入

の
可
否
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て
お

り
、
順
次
導
入
の
拡
充
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
。
ま
た
、
公
募
の
施
設
 

は
、
駅
前
保
育
所
、
学
童
保
育
所
な

ど
の
５
施
設
で
す
が
、
基
本
方
針
で

は
、
公
募
を
原
則
と
し
て
お
り
ま
す

の
で
、
非
公
募
の
施
設
は
、
今
後
、

十
分
に
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。
 

一般質問から 

Ａ
 　

１０
月
に
行
わ
れ
た
、
埼
玉
県

の
福
祉
保
険
医
療
委
員
会
の
国

保
医
療
課
長
が
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

対
策
の
審
議
の
な
か
で
「
新
座
市
、

深
谷
市
な
ど
、
資
格
証
明
証
（
病
院

窓
口
で
医
療
費
の
全
額
を
支
払
わ
な

け
れ
ば
受
診
で
き
な
い
）
の
発
行
の

対
象
者
に
も
す
べ
て
短
期
保
険
証
を

発
行
し
て
い
る
こ
と
を
把
握
し
て
い

る
」
と
の
回
答
で
す
が
、
八
潮
市
と

し
て
そ
の
よ
う
に
し
て
い
く
考
え
は

あ
り
ま
す
か
。
（
１０
月
八
潮
市
の
資

格
証
明
証
発
行
者
数
３
７
４
人
）
 

 

　
八
潮
市
で
は
厚
生
労
働
省
の

見
解
を
踏
ま
え
、
窓
口
及
び
電

話
に
お
い
て
、
被
保
険
者
が
医
療
を

受
け
る
必
要
が
生
じ
、
か
つ
窓
口
で

の
一
時
払
い
が
困
難
で
あ
る
旨
の
申

出
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
新
型
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
の
疑
い
に
か
か
わ
ら
 

ず
、
資
格
証
明
証
を
発
行
さ
れ
て
い

る
世
帯
に
属
す
る
被
保
険
者
も
、
緊

急
的
な
措
置
と
し
て
速
や
か
に
短
期

保
険
証
を
交
付
す
る
方
法
で
対
応
し

て
い
る
。
 

Q
国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て
 

池
谷
　
和
代 


